
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

 

令
和
六
年
春
闘
結
果
で
の
賃
上
げ
率
は
三
十
三
年
ぶ
り
の
定
昇
込
み
五
％
台
の
賃
上
げ
を
実
現
し
た
一
方
で
、
中
小
組
合
の
賃
上
げ
は
定
昇
込
み
四
％

台
に
留
ま
り
、
生
活
が
向
上
し
た
と
実
感
し
て
い
る
人
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
個
人
消
費
は
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
物
価
高
が
勤
労
者
家
計
を

圧
迫
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
中
小
企
業
や
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正
取
引
が
進
ん
で
い
な
い
産
業
な
ど
で
働
く
多
く
の
仲
間
に
こ
の
流
れ
が
十
分
に

波
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
賃
上
げ
と
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正
取
引
の
す
そ
野
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
、
デ
フ
レ
に
後
戻
り
す
る
懸
念
す
ら
あ
り
、

最
低
賃
金
近
傍
で
働
く
者
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

社
会
や
産
業
・
企
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
中
長
期
を
見
据
え
た
「
人
へ
の
投
資
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
転
換
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
今
こ
そ
、
「
賃
金
も
物
価
も
上
が
ら
な
い
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
規
範
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
は
、
人
手
不
足
を
補
う
た
め
雇
用
形
態
の
多
様
化
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
な
ど
問
題
を
解
消
す
べ
く
、
福
島

県
の
人
口
流
出
抑
制
策
と
な
る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
は
重
要
な
政
策
と
考
え
ま
す
。 

よ
っ
て
、
相
馬
市
議
会
は
福
島
県
の
一
層
の
発
展
を
は
か
る
た
め
、
「
賃
金
の
経
済
政
策
」
と
な
る
福
島
県
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
次
の
事

項
に
つ
い
て
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

記 

 

一
．
福
島
県
最
低
賃
金
を
速
や
か
に
時
給
一
〇
〇
〇
円
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
。 

特
に
、
国
際
情
勢
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
と
円
安
の
影
響
は
、
働
く
者
の
生
活
を
よ
り
厳
し
く
し
て
お
り
、
最
低
賃
金
の
着
実
な
引
き
上
げ
は
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
総
理
の
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
代
に
全
国
平
均
を
一
五
〇
〇
円
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
た
積

極
的
な
姿
勢
を
重
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 



二
．
中
小
企
業
等
が
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
最
低
賃
金
引
上
げ
原
資
の
確
保
を
含
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生
み

出
し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配
、
働
き
方
も
含
め
た
「
取
引
の
適
正
化
」
の
定
着
に
向
け
、
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す

る
指
針
」
の
周
知
・
浸
透
の
強
化
を
図
り
、
指
針
に
沿
っ
た
適
切
な
企
業
行
動
と
な
る
よ
う
促
さ
れ
た
い
。 

三
．
最
低
賃
金
引
上
げ
は
賃
金
の
多
寡
と
人
口
移
動
の
相
関
関
係
も
示
さ
れ
て
お
り
、
労
働
力
確
保
や
人
口
流
出
抑
制
等
も
多
様
な
政
策
誘
導
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
。 

四
．
福
島
県
最
低
賃
金
の
改
定
諮
問
時
期
は
、
労
働
者
間
の
均
衡
や
景
気
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
早
期
の
発
効
に
努
め
る
こ
と
。 

五
．
最
低
賃
金
の
改
定
額
を
踏
ま
え
、
公
契
約
に
お
け
る
賃
金
や
労
働
条
件
に
下
方
圧
力
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
賃
金
保
証
型
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
九
十

四
号
条
約
に
準
拠
）
を
基
準
条
項
に
盛
り
込
ま
せ
た
公
契
約
条
例
制
定
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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和
七
年
三
月
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日 
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労
働
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長 


